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ＡＧＥＮＤＡ

１．設計者ＣＡＥの推進

２．解析適用事例とその効果

３．今後の課題
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解析専任者で受託解析(⼀部は設計者にて)

設計者CAEの需要急増

シミュレーションに対するニーズの変遷

解析の認知度向上

◇シミュレーションへの要求事項

・半導体の⾼速化
・⾼密度実装
・冷却→熱密度向上

・⾼付加価値
・開発期間短縮
・品質維持,向上

◇製品開発への要求事項(設計者の視点)

検証項⽬の急増 スピード感の意識

製品開発フロントローディング化のこだわりからＣＡＥの強みを蓄積
①高度なモデリング技術,②大規模シミュレーション,③設計・製造現場での密着支援
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構造系プラットフォームと解析連携

◆概念

◆特徴
・クラウド環境での活用

・プリ，ポストの基本的な操作性が統一
・データの種類も統一

→ 解析の種類により使用するツールやデータの種類が異なる煩雑さが解消

データ管理が容易、流通性が向上

3D-CAD3D-CAD

統合解析プラットフォーム(Simulation HUB)

構造CAD

デジタル
モクアップ 社内製解析ソフト社内製解析ソフト構造系CAE

3D-CAD3D-CAD実装CAD

社内製解析ソフト社内製解析ソフト熱流体系CAE
社内製解析ソフト社内製解析ソフト電磁界系CAE

２.



モデリングプロセスの統一、自動化でモデリング手番半減

◆あるべき解析プロセス
・熱流体・構造解析のモデリング，結果処理を統合

・汎用性の追求ではなく、ICT製品向けに必要な共通機能の盛り込み

解析環境の統合化で解析効率化
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CAD

結果処理

統合
・構造
・熱流体

構造解析
ソルバー

熱流体解析
ソルバー

計算実⾏
熱流体解析結果

構造解析結果

統合解析プラットフォーム(Simulation HUB)

構造CAD

実装CAD
解析条件設定ツール

・メッシュ分割
・接触条件
・境界条件
・解析パラメータ

モデリング

形状簡略化・修正ツール

２.
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統合解析環境
の活⽤

Q:品質向上

C:コストダウン

D:納期短縮

売り上げ向上

環境負荷低減

◆効果の分類と実例

設計側の意見反映，利用技術の定着に苦労したが、損益にも貢献

・ノートPC・液晶部背⾯圧迫解析
- 網羅的解析で検証漏れ防⽌
→液晶部への圧⼒を分散。堅牢性確保

・装置の熱流体解析
- ⼿戻りの少ない熱設計
→放熱経路確保(発熱素⼦→筐体外)

統合解析環境活用による効果

解析新技術,⼿法の
開発とノウハウ

の蓄積

現象の発⾒，
製品への適⽤

現場の改⾰，
モチベーション向上

QCD,売上げ,
環境への貢献

プロジェクト
の成功

CAE
効果分類

⾃動接触計算
の均質化

CAD直接
モデリング

CAEの
⾼精度化、⼯業化

２.
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今後の課題

CAE
効果分類

◆「ＣＡＥ効果発揮の視点」で統合解析環境の活用

・モデリングの⾼精度・⼯業化の加速
→データベース化によるノウハウ共有化

解析新技術，⼿法の
開発とノウハウの
蓄積

プロジェクト
の成功

QCD,売上げ,環境
への貢献

現象の発⾒，
製品への適⽤

現場の改⾰，
モチベーション向上

・適⽤事例の積み上げ
→開発・試作費⽤抑制

コストダウン
歩留り,直⾏率の向上

・全社重点課題,ビジネスへ貢献

・解析プロセスの更なる⾰新
→パラメータの振り⽅、複合問題対応

ＣＡＥ効果全方位を見据え、「新しい次元の開発革新」に向けての貢献

・設計プロセスの更なる⾰新
→設計・⼯場⼀体で解析情報を共有

施策① 施策②

CAEリソースポテンシャルの⾶躍的増強 組織⼒向上への貢献

３.
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